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議案第36号

目黒区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例

上記の議案を提出する。

平成27年6月17日

提出者目黒区長青木 英 二

目黒区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例．

目黒区奨学資金に関する条例（昭和33年4月目黒区条例第2号）の一部を

次のように改正する。

第1条中「修学上」を「入学する上で」に改める。

第2条中「つぎの各号の」を「次に掲げる」に改め、同条第2号を次のよう

に改める。

（2）私立学校である高等学校又は高等専門学校（以下「高等学校等｣という。）

に入学しようとする者であること。

第3条を次のように改める。

（資金の額）

第3条貸与する資金の額は、300，000円を限度として、本人の希望及

び家庭の事情等を考慮して、区長が定める額とする。

第5条を削る。

第6条第1項中「貸与期間終了の日の属する月の1年後から20年」を「高

等学校等を卒業し、又は退学した日の属する月の翌月から起算して1年を経過

した後10年」に改め、同条第2項を次のように改める。

2区長は、奨学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは、前項の

規定にかかわらず、当該奨学生に対し、貸与した資金の全部又は一部を繰り

上げて返還することを命ずることができる。

（1）高等学校等に入学しなかったとき。

（2）偽りの申請その他不正の手段により貸与を受けたとき。



（3）資金を貸与の目的以外に使用したとき。

（4）故意に資金の返還を怠ったとき。

第6条を第5条とし、第7条から第9条までを1条ずつ繰り上げる。

付則

1この条例は、平成27年12月1日から施行する。

2この条例による改正後の目黒区奨学資金に関する条例の規定はく平成28

年4月1日以後の私立学校である高等学校又は高等専門学校への入学に係る

奨学資金の貸与について適用する。

3この条例の施行の日前に、この条例による改正前の目黒区奨学資金に関す

る条例第4条第2項の規定により貸与を決定した奨学資金に係る貸与期間、

返還その他の取扱いについては、なお従前の例による。

(説明）私立の高等学校等への入学に係る奨学資金の貸付限度額を引き上げ、

その返還期間を見直すとともに、その他の奨学資金を廃止するため、条例改

正の必要を認め、この案を提出します。
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目黒区奨学資金に関する条例の一部を改正する条例案新旧対照表

改 正案

胃1条この条8 畢済的理由に上り修学困璽

資金’‘ 00.000IJ･
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（‐は、改正点）

現行条例

口
意欲の西

の各号の雲ｲと

5）（省.略

の冬裾

める額の範囲P 匡人の希望及び家庭の事信
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(返還）

第5条資金は、高等学校等を卒業し、又は退学した日の属する月の翌月か
惨

(1)国立学校又は公立学校である高等学校又は高等専門学校に在学する者

月額13，000円

(2)私立学校である高等学校又は高等専門学校に在学する者月額30

，000円

2資金の貸与期間は、前項各号に掲げる当該学校の正規の修学期間中とす

豆竺

3区長は､第1項に定めるもののほか、入学に際して必要とする資金を、

の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める額の範囲内で、貸与する

ことができる。

(1)第1項第1号に掲げる学校に入学する者50，000円

(2第12万L学校に入子H

（貸与の廃止等）

区長は、奨学生が第2条各号に定める要件を欠いたときは資金の貸

与を廃止する。

2奨学生が休学したときは 休学した日の属する月の翌月から

の期F・・ 交付を休止
■■■■ロ■冒
■

（返還）

第6条資金は、貸与期間終了の日の属する月の1年後から20年以内に、
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以内に、その全額を月賦又は年賦等のその全額を月賦又は年賦等の方法で、区長の定めるところに従い、返還し

、返還しなければならない。なければならない。

ら起算して1年を経過した後10皇

方法で、区長の定めるところに従い、返還しなければならない。

2区長は、奨学生が次の各号のいずれかに該当すると認めるときは型一前項 T条第の規定り貸与〃ロ 資金の，．

前項の例の規定にかかわらず、当該奨学生に対し、貸与した資金の全部又は一部を ても、また による｡

桑り，．ずる－ヨきる

(1)高等学校等に入学しなかったとき‘

(2)偽りの申請その他不正の手段により貸与を受けたとき‘

資金を貸与三：メ外に使:二しナ

(4)故意に資金の返還を怠ったとき。

(現行に同じ。）

(現行に同じ。）

(現行に同じ。）

第7条(省略)

第8条(省略)

第9条(省略)
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